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「Ｉ URESHINO」
新たな交流拠点の誕生を契機に取り組む

“Withコロナ観光まちづくり”
VR/AR技術、5G技術やAIをはじめとした未来技術の活用による

嬉野市の発展・市民の元気と継続的な成長の実践

轟の滝うれしの茶

肥前夢街道

温泉湯豆腐

肥前吉田焼

塩田津

嬉野温泉

轟の滝

うれしの茶

肥前夢街道

温泉湯豆腐

肥前吉田焼

塩田津

嬉野温泉

轟の滝
嬉野温泉駅

(2022年秋開業予定)

• 本事業のタイトルと概要

• 内閣府事業「未来技術実装事業」に選定
• R3に計画を策定、R４～R7にかけて嬉野市事業として推進

嬉野にとっては、新幹線駅・道の駅エリア開業に合わせた追い風の事業として取り組んでいきたい
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０．事業の進捗状況と今回の報告事項
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今回の報告範囲

第２回協議会では、今回の実証実験を通じて判った事について報告します。
なお、第３回協議会では、社会実装に向けて多面的に評価を行った上で、交通事業者や地
域関係者のご意見も踏まえながら、課題と対応策について提示する予定です。



１．関係者会議の開催
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（２）地域関係者との意見交換

（３）交通事業者との意見交換

（１）意見交換の概要



（１）意見交換の概要 7

地域関係者 交通事業者

目的 ⚫ 嬉野市が描く将来ビジョンやこれま
での取組・効果などを改めて共有
し、当事者意識を高めるきっかけづ
くり。

⚫ 自動運転バスを活用して、個々の店
舗・旅館が抱える問題が解決でき
ないかを考えるきっかけづくり。

⚫ 操縦方法を間近で見学してもらい、自動
運転バスへの興味・関心を持ってもらう。

⚫ 自動運転バスの特徴（データ収集・情報
発信等）を知ってもらい、自動運転バスの
活用により各社が抱える課題（収益化・
人手不足等）を解決できないかを考える
きっかけづくり。

内容 ⚫ 嬉野市が描く将来ビジョン
⚫ これまでの取組による嬉野市の変
化

⚫ 嬉野市が描くビジネスモデル
⚫ 自動運転車両の活用方策

⚫ 嬉野市が描く将来ビジョン
⚫ ドライバー見学会
⚫ 社会実装時の運行委託の可能性・課題

対象
（実施日）

⚫ 商店街組合（8月9日(金)）
⚫ 料飲店組合（8月19日(月)）
⚫ 旅館組合（10月8日(火)）

⚫ JR九州バス（8月19日(月)）
⚫ 西肥バス（8月19日(月)）
⚫ 祐徳バス（8月27日(火)）
⚫ 再耕庵タクシー（8月23日(金)）
⚫ 温泉タクシー（8月23日(金)）

その他 ⚫ ドライバー見学会（10月2日(水)）

次年度以降の社会実装に向けて、地域で有効に活用していく意識づくりと、具体的な活
用アイデアを抽出するため、地域関係者や交通事業者との意見交換会を実施しました。
また、交通事業者の方々には、ドライバー目線で操縦方法等を間近で見学して頂きました。



自動運転技術を活用した嬉野市の将来像イメージ

（１）意見交換の概要 8

商店街の自動運
転トランジット
モール化 駅から商店街・

旅館までの送迎
サービス

店舗情報や観
光情報の提供

商店街や旅
館とのセット
サービス提供

嬉野市が描く自動運転。それは、単なる移動手段ではなく、新たな付加価値を持った地域のブランド力を

高める「観光コンテンツ」であり、ブランド力を地域で共に創りだしていく「未来共創シンボル」



（１）意見交換の概要 9

取り組みイメージ①
店舗面前に停留所を置いて集客・収益アップ！

取り組みイメージ②
商品を嬉野温泉駅まで運んで販路拡大！

取り組みイメージ③
宿泊者限定のオプションでVIP体験！

取り組みイメージ④
商店街のトランジットモール化

✓ 低速走行の自動運転と歩行者だけの安全・安心な空間へ
✓ 歩行者が増加し街の賑わいや回遊が高まり、店舗への立ち寄
りや消費が促進される

✓ 自動運転＋高付加価値サービスで嬉野独自のVIP体験
✓ 新たなオプションコンテンツ投入で、宿泊を喚起し、客単価
アップを期待

リアルおもてなし

バーチャル
おもてなし

市外
県外
国外

店舗
旅館

嬉野市

案内
接待
営業

宿泊者限定
サービス

車内限定
サービス

貸し切り
サービス

個人向けには
乗り放題プランも

※店舗と
の連携

自動運転車両の

エンタメ化

✓ 商品を店舗の目の前から「まるくアイズ」等に運んで観光客
との接点を増やす

✓ 大きな労力をかけずに販路拡大、売上・収益アップが期待
✓ 店舗（または組合）は運搬費用を負担

商店街の
店舗・旅館

駅周辺施設
（まるくアイズ等）

観光客と一緒に
商品を運搬
（貨客混載）

・店舗の軒先に停留所をおいて立ち寄りやすい環境に
・オプションとして車内モニター広告で、店舗PR
・店舗は停留所設置や車内広告の代わりに出資

！



（２）地域関係者の意見 10

団体・企業 活用方策に関する主な意見

商店街組合

⚫ 旅館の送迎バスとしての活用需要はあるのではないか。
店舗や商品画像等の車内モニター広告は一定の需要があるのではないか。

⚫ 時間帯に応じて広告内容を変えるとより効果的（昼はランチメニュー、夜は居酒屋
のメニューなど）

料飲店組合

⚫ 広告需要は結構あると思うので、本格導入には一定の広告収入は見込めるのでは
ないか。

⚫ 広告内容として、店舗名、主要商品、店舗外観の他、店主や従業員の顔写真もあっ
た方が良いのではないか。

旅館組合
⚫ 温泉以外の観光要素として期待するが、より積極的なPRが必要ではないか。
⚫ 他のモビリティとの組み合わせ・使い分けを行った方が良いのではないか。

「車内モニター広告」に対して前向きな意見が多く、効果的な見せ方等のアイデアも。
その他、積極的なPR活動や他のモビリティとの連携が必要との意見も。
⇒「車内モニター広告」は今回の実証にて実施し、アンケート調査で来客効果を検証。

▲地域関係者との意見交換会の様子



（３）交通事業者の意見 11

リスクの小さい委託業務であれば運行可能との見解が多い一方で、手動操作への慣れ
や運行業務以外の負担を不安視する声、手動操作の実体験を求める声も。
ドライバー不足は共通の問題で、自動運転バスのドライバーは新規雇用が現実的との意
見が多数。ドライバーOB活用や共同運行というアイデアも。
⇒経営リスクの軽減だけでなく、業務の明確化やドライバー確保も大きな課題

項目 主な意見

運行・
車両管理

⚫ 委託業務としてであれば運行可能だが、運行以外の業務の有無
や条件による（車両の点検・整備や充電設備の設置・管理等）

⚫ 車両管理等についてはマニュアル化が必要。海外製であるため
部品交換等に迅速に対応可能かが懸念。

⚫ 緊急時等の迅速な対応は嬉野市内に事務所がある事業者が行
いやすい。

⚫ ターゲット（観光客）を踏まえると観光協会での運営が望ましい。

運転操作
⚫ 手動介入も多く、特に高齢ドライバーの操縦対応に懸念
⚫ 操縦可否を判断するには実際に操縦する機会が必要。
⚫ 発進・停車時のガタつきに対し、立席乗車の際の安全性に懸念

人材確保

⚫ 慢性的なドライバー不足であるため、既存のドライバーを割くこ
とは難しく、新規雇用が前提となる。

⚫ 自動運転の継続性が担保されていなければ、一般のバス・タク
シーへの転用も見据えた雇用となる（雇用条件が厳しくなる）た
め時間を要する可能性あり。

⚫ 一般ドライバーを雇用する場合、接客や事故発生時等の対応へ
の懸念が大きいため、バス乗務員OB等のプロ活用も考えられる。

⚫ 業界全体の新規採用不足等を踏まえると複数社での共同運行
も考えられる。 ▲ドライバー見学会の様子
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２．体験試乗会の開催

（１）体験試乗会の目的

（２）試乗体験会の概要

（３）試乗体験会の実績

（４）体験試乗会の結果

（５）体験試乗会の成果と課題



13（１）体験試乗会の目的

誰もが・気軽に・楽しく・充実した
観光体験を実感できる仕掛けづくり

「旅マエ」に興味・期待を抱かせる手段
「旅ナカ」を便利に楽しく周遊できる手段

自動運転に私たち（みなさん）が期待すること

①どんなお客様でも移動しやすい環境
身体的・心理的に回遊抵抗が大きいお客様でも、楽に移動できる環境を提供できます。

②嬉野市を満喫してもらえる環境
回遊性が高まれば、嬉野市を十分に堪能していただけ、満足度もぐんと上がります。
回遊性が高まれば、賑わいが生まれ、活気あふれる観光空間になります。
お客様の消費も促され、中心市街地の活性化にも繋がります。

③未来技術の活用によるインパクト
希少性・話題性のある体験を提供することで、「移動」そのものが強力な観光コンテンツ
となり、新幹線開業との相乗効果が期待できます。

私たち（みなさん）が掲げるコンセプト

参考：令和4年度第３回地域実装協議会資料



14（１）体験試乗会の目的

自動運転を活用したおもてなしイメージ

道の駅

観光案内所

旅マエ 旅ナカ 旅アト

⚫手荷物抱えて新幹
線駅に到着

⚫駅の観光情報館に
立ち寄り、自動運転
等の存在を知る

⚫自動運転を予約し
て手荷物を預け、自
動運転に乗車する

⚫市街地手ぶら移動

⚫事前に自動
運転の存在を
知る

⚫手荷物預かり、
自動運転等を
事前予約する

⚫車内で嬉野の歴史・観光を体
験する（観光案内人が同乗）

⚫車内で嬉野の景観を楽しむ

⚫車内で嬉野の店舗情報を知
る

⚫車内で限定クーポンを受け取
る

⚫車内でアトラクション・ゲーム・
ARを体験する

⚫好きな場所で自由に降りて散
策する

⚫嬉野での観光
体験をSNS等
で拡散

⚫宿泊先の旅館で
降りて、手荷物を
受け取る

⚫初日の観光体
験を振り返りな
がら美味しい食
事と温泉を堪能

⚫初日で立ち寄れ
なかった場所に
翌日立ち寄る

新幹線駅周辺

嬉野
温泉駅

宿泊
（旅館等)

「動く観光案内・エンタメ」
オペレータ（案内人）が同乗

休日メイン

観光スポット・店舗等

参考：令和4年度第３回地域実装協議会資料



15（２）体験試乗会の概要

項目 R6年度実証実験

自動運転レベル レベル2（ドライバー同乗）

使用車両 NAVYA ARMA

試乗期間
令和6年10月5日～28日
※運休日4日間を除く計20日間

時間帯
9時～17時の8時間
※金・土は夜間も運行

ルート 嬉野温泉駅～商店街（回遊）

停留所 道路端及び民間施設内に設置

運賃 無償運行

試乗方法 フリー乗降（予約不要）

▼実証事業の概要

▼走行ルートとバス停

バス停

誘導員

案内看板

車庫

A嬉野温泉駅

D
和多屋別荘

H

和楽園前
E

G

嬉野温泉
バスセンター

交流センター

ブーケンハウス

C
B

福田病院前

F

【運行ルート】
⚫旅館送迎の需要把握や中心市街地の回遊需要を把握するため、「川沿いルート」を含む周遊ルートを選定。
⚫運行の安全性や円滑性を考慮し、極力右折を避けた反時計回りで運行。

【バス停位置】
⚫交通結節点である嬉野温泉駅と嬉野温泉バスセンターを基本に、道路上や民間施設内に設置した場合の効果や
課題を把握するため、運行ルート上にある観光施設や旅館の中から概ね等間隔になるように設定。

【運行時期・時間帯】
⚫当面のターゲットである観光客の利用需要・意向を確認すべく、多くの来訪者が見込まれる国スポ期間で実施。
⚫商店街から駅までの夜間需要把握のため、週末の夜間時間帯に運行。



16（２）体験試乗会の概要

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

運行期間

運行期間

運行期間

運行期間

運行期間

夜間運行

夜間運行

夜間運行

運休 運休

運休 運休

10月

▼運行スケジュール

▼運行ダイヤ

夜間(金・土のみ)日中
停留所

第8便第7便第6便第5便第4便第3便第2便第1便

21:0019:2516:4515:4513:4512:4510:559:40嬉野温泉駅

21:0519:3016:5015:5013:5012:5011:009:45福田病院前(バスセンター方面)

21:1719:4217:0216:0214:0213:0211:129:57和多屋別荘前

21:2319:4817:0816:0814:0813:0811:1810:03嬉野交流センター

21:3019:5517:1516:1514:1513:1511:2510:10嬉野温泉バスセンター

21:3620:0117:2116:2114:2113:2111:3110:16萬象閣敷島前

21:4220:0717:2716:2714:2713:2711:3710:22和楽園前

21:5020:1517:3516:3514:3513:3511:4510:30福田病院前(駅方面)

21:5420:1917:3916:3914:3913:3911:4910:34嬉野温泉駅 【到着】



17（２）体験試乗会の概要

対象 広報・PR方法

嬉野市民 • チラシ（全戸配布）
• 市政だより（全戸配布）
• ポスター設置（市内公共施設）
• HP、SNS（LINE等）

観光客
(市外居住者)

• HP、SNS（LINE等）
• プレスリリース
• ポスター設置（新幹線駅構内・県内
の道の駅）

• 西九州新幹線開通2周年記念イベ
ントでのPR活動

【広報・PR】
⚫嬉野市民向けには、「チラシ」や「ポスター」「市政
だより」の他、HPや公式LINEで広報を行いました。

⚫観光客（市外居住者）向けには、HPや公式LINE
の他、近隣の新幹線駅構内や佐賀県内の道の駅な
ど、市外の方々の目に触れやすい場所にポスターを
設置しました。

⚫「西九州新幹線開通2周年記念イベント（9/21開
催）」でも「まるくアイズ」等でPR活動を行いました。

▼主な広報媒体

▲広報用チラシ



18（３）体験試乗会の実績

悪天候や一時的な車両トラブルにより運休も発生しましたが、予定していた132便のうち

113便（約86%）を運行し、延べ732人にご利用いただきました。特に、休日の昼間や
夜間は概ね満席での運行となりました。

項目 全体
運行区分

平日昼間 休日昼間 夜間（金・土）

予定便数 132便 66便 54便 12便

運行便数
（運行率）

113便
（約86%）

54便
（約82%）

48便
（約89%）

11便
（約92%）

延べ利用者数 732名 277名 380名 75名

1便あたりの
利用者数

約6.5名 約5.1名
（定員8名）

約7.9名
（定員8名）

約6.8名
（定員7名）



19（４）体験試乗会の結果

体験試乗会とともに、技術面（安全性）や、経営面（収益性や波及効果）、社会受容面の3
つの視点で評価を行うべく以下の調査を実施しました。以降は各種調査か得られた事項を
報告します。

今
回
の
報
告
内
容



20（４）体験試乗会の結果

①遠隔監視システムや運行管理日報から判った事

【運行・運営に関する課題】
⚫遅延・運休に至った自動運転システムのエラー事象について、その要因と課題点について把握。
⚫情報提供不足等により利用者に混乱を招く場面もあり、乗降管理や事業運営の側面での課題点も把握。

分類 主な課題点

自動運転
システム

雨天
• 雨雲等によるGPS誤差拡大
• 雨粒の付着等によるLiDARの誤検知・エラー

ステアリング
エラー

• 安全に自動運転走行が可能なステアリング位置との乖離によるエ
ラー（路上駐車を回避した手動でのバス停停車時など）

内部PC
エラー

• PCのBIOSバッテリーの老朽化
• エンジニア不在による復旧対応の遅れ

管理・運営

遅延・運休
情報提供

• LINEによるPULL型での情報提供は行ったが、リアルタイム発信
ができず、一部利用者の混乱を招いた

乗降管理

• 空席数をリアルタイムで確認できず、満席時にバス停で待っている
場面あり

• 先に並んでいた方が一時的にバス停を離れたために乗車できな
い場面あり

LINE連携
• 乗降管理にLINEを活用したが“お友達登録”に時間を要し、遅延
の要因となる場面あり



21（４）体験試乗会の結果

①遠隔監視システムや運行管理日報から判った事

▲自動運転率（昼間運行の１０２便を対象）

【自動運転率】
⚫嬉野温泉駅～和多屋別荘では、国スポ関連送迎バスの駐車車両や人通りが多い駅周辺を除き、自動運転率は高
い傾向。

⚫路上駐車や人通りも多い本通り商店街では、自動運転率が70%以下に低下する区間も散見。
⚫川沿いの区間は、幅員が狭く対向車両の影響で自動運転率の低下が想定されていた和楽園付近含め、自動運転
率は高い傾向。

路上駐車や人通りが多い本通り
商店街で自動運転率が低下

自動運転率80%以上

自動運転率70%以上80%以下

自動運転率50%以上70%以下

自動運転率50%以下

駅周辺を除き自動運
転率は全体的に高い

対向車両の影響が懸念されていた和楽園
付近も含め、自動運転率は高い

※自動運転率：毎秒取得している位置情報データ全数に対する
「自動運転」として記録された位置情報データ数の割合



0

10

20

30

40

50

60

70

区間１ 区間２ 区間３ 区間４ 区間５ 区間６ 区間７ 区間８ 区間９ 区間10 区間11 区間12

区間別 要因別 手動介入件数

歩行者・自転車（横断者など）

他の反対側車両（対向車両など）

他の停車中車両（路上駐車など）

沿道要因（雑草等）

車両要因

その他

18%

11%

57%

4%
9%

▲要因別手動介入件数（区間別）▲要因別手動介入件数（全区間）

N=247件

33件

20件

6件
9件

59件

36件

20件 17件
21件

5件

12件
9件

22（４）体験試乗会の結果

①遠隔監視システムや運行管理日報から判った事

【手動介入要因】
⚫ルート全体の主な手動介入要因は、路上駐車（約6割）、歩行者・自転車（約2割）、対向車両（約1割）。車両に起
因する手動介入も1割弱発生。

⚫自動運転率が低い「本通り商店街（区間4～6）」では、路上駐車や対向車両、歩行者・自転車が主な要因。

区間1

区間2
区間3

区間4
区間5

区間6

区間7

区間8
区間9

区間10
区間11

区間12

他の移動車両
(対向車等)

歩行者・自転車
(横断者等)

他の停車中車両
(路上駐車等)



23（４）体験試乗会の結果

①遠隔監視システムや運行管理日報から判った事

【バスセンター前交差点の停車車両による通行阻害】
⚫バスセンター前交差点において、国道34号方面からの車両のうち、昼間は1割強、夜間は2割が停止線を越え
て停車しており、自動運転の阻害要因となる可能性が高い事を確認。

停止線を越えて
停車する車両に
よる通行阻害

自動運転バス

至

国
道
34

号
バスセンター

本
通
り

停止線

▲バスセンター前での通行阻害イメージ ▲停止線を越えて停車する車両の割合

14%

11%

19%

0% 10% 20% 30%

平日昼間

休日昼間

夜間



24

②利用者実態調査から判った事 【利用者属性】

（４）体験試乗会の結果

5.5%

8.2%

5.3%

13.5%

9.7%

15.8%

16.0%

10.4%

9.7%

10.8%

10.7%

11.7%

10.8%

12.4%

12.0%

14.3%

13.0%

14.2%

20.0%

17.2%

19.1%

14.5%

24.0%

11.9%

14.4%

11.3%

5.3%

13.0%

15.9%

12.1%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

平日

昼間

休日

昼間

夜間

乗客の年齢

小学生未満 18歳未満 18～29歳

30代 40代 50代

60代 70歳以上 未回答

（n=732）

（n=277）

（n=380）

（n=75）

【年齢層】
• 家族連れでの利用も多く、小学生未満～高齢者まで幅広い年代の方々が利用
• 夜間便は高齢者の利用は少なく、40代～50代の利用が多い傾向
⇒多様な世代から興味・関心が向けられている事を確認

【居住地】
• 市外利用者が半数以上（約52%）、国スポ開催の影響もあり県外利用が多数（約33%）
⇒当面のターゲットである観光客層にもしっかり利用頂けている事を確認

佐賀県内

13%

県外

33%

海外

6%

嬉野市内

44%

不明

4%
市外合計：約52％

N=732

▲利用者の年代 ▲利用者の居住地内訳



25

②利用者実態調査から判った事 【利用区間）

（４）体験試乗会の結果

【利用区間】

• ①嬉野温泉駅で乗降する“１周利用”が約半数で最多 ⇒乗車体験を目的とした利用

• ④嬉野交流センター⇒⑦和楽園前という“温泉街周遊利用”も確認 ⇒乗車体験を目的とした利用

• ①嬉野温泉駅⇒商店街（③和多屋別荘前、④嬉野交流センター、⑤バスセンター）の利用は約2割

⇒移動を目的とした利用

▲利用区間の内訳

1周利用が約半数
温泉街周遊利用も確認

嬉野温泉駅⇒商店街の
利用は約2割

嬉野温泉駅⇒商店街の
利用は約2割

嬉野温泉駅⇒商店街の
利用は約2割



26（４）体験試乗会の結果

③自動運転利用者アンケート調査から判った事 【利用者傾向】

• 嬉野市外の利用者が６割
• 観光・レジャーが４割。自動運転が目的の来訪も２割
• 自動運転の乗車理由は、市内外ともに「乗ってみたかったから」が５割以上
→自動運転バスの運行は、話題性、一定の誘客促進に効果有り

▲自動運転利用者の居住地

▲嬉野市への来訪目的（市外居住者）
▲乗車理由

試乗体験そのもの
が５割以上

自動運転目的
での来訪が
２割

市外が６割



27（４）体験試乗会の結果

③自動運転利用者アンケート調査から判った事 【利用者の評価】

• 利用者の7割が「安全」、5割が「快適」と概ね高評価で、約８割が将来「利用したい」と回答。主な改善要望とし
ては、「急停車」や「座り心地」、「座席配置（後ろ向き乗車）」など。

• 運賃別の利用意向は、300円の場合、市内7割、市外８割、500円の場合、市内２割、市外3割。市外居住者の
方が支払い意向は高い傾向。
→利用者の評価は高く、将来の利用意向も高い。ただし、運賃500円以上で利用意向は大幅に低下。

▲将来の利用意向

▲安全性の評価

▲快適性の評価 ▲運賃別の利用意向

市内居住者

市外居住者

「安全」が
７割

500円で利用意向が２割に低下

500円で利用意向が３割に低下

利用したいが
８割

「快適」が
５割



20%

19%

16%

17%

4%

4%

20%

0%

観光客など嬉野市を訪れる人が増える

まちなかを歩く人が増えて温泉街が活性化する

旅館や商店の集客アップにつながり地域経済が活性化する

嬉野市のイメージが向上する

嬉野市民の地域愛が深まる

嬉野市に住みたい人が増えて移住や定住につながる

公共交通利用が増えて環境にやさしいまちづくりができる

その他

※複数回答

ｎ=157

28（４）体験試乗会の結果

③自動運転利用者アンケート調査から判った事 【まちづくりへの波及効果】

• 自動運転により期待される効果は、公共交通利用の促進、観光客等の増加、まちなかを歩く人の増加
• 実際、自家用車からの転換が５割あり、公共交通利用が促進
• 自動運転があることでまちなかを移動した人も２割あり、温泉街の来街者増加にも寄与
→自動運転バスを導入することで、まちなかの活性化、車からの公共交通への転換にも一定の効果あり

▲自動運転バスがなかった場合の移動手段▲期待されるまちづくり効果

公共交通利用の増加、観光客増加、
まちなかを歩く人の増加、が期待

自動運転があることで
まちなか移動した人が

２割

路線バス, 

6%

タクシー, 

6%

自家用車, 

46%

バイク・原付, 0%
自転車, 2%

レンタサイクル, 

1%

徒歩, 34, 

22%

その他, 1%自動運転利用者

ｎ=157

自動運転が運行していなけ
れば移動しなかった, 16%

自家用車か
らの転換が
５割



29（４）体験試乗会の結果

③自動運転利用者アンケート調査から判った事 【店舗連携】

• クーポン利用は市内７割、市外６割で、その半数以上はクーポンがなかったら店舗を利用していない可能性あり
• 利用者の６割が車内モニターを確認し、その内の１割（利用者の6%）がモニター広告を見て店舗を訪問
→クーポンによる誘客効果、車内モニターによるまちなか回遊効果を確認

▲クーポンの利用有無

▲広告店の訪問有無▲クーポンがなくても店舗利用したか

▲車内モニターの確認有無

クーポン利用した人
は６～７割

クーポンがあることで
店舗を利用した人が
市内６割、市外５割

モニターを見た人
６割

モニターを見て店
舗を訪問した人

１割



30（４）体験試乗会の結果

③自動運転利用者アンケート調査から判った事 【広報効果】

• 市内の方は、主に広報誌（74%）やチラシ（29%）でほぼ全員が体験試乗会を事前に認識。
• 市外の方は、主に嬉野市HP（30%）の他、道の駅ポスター（15%）、SNS（17%）を通じて約半数が事前に認識
→車利用が多い事もあり「道の駅ポスター」が市外の認知向上に寄与。市外への情報発信の重要性を再認識。

▲実証実験の認知媒体▲実証実験の認知状況

市
内
居
住
者

市
外
居
住
者

ｎ=60

ｎ=97

知っていた
97%

知っていた
47%

知らなかった
53%

知らなかった
3%

74.1%29.3%

13.8%

5.2%

15.5%

8.6%

15.5%

15.5%

17.2%

5.2%

5.2%

32.8%

8.6%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

市広報紙

ご自宅に配布したチラシ

道の駅のポスター

旅館のポスター

市内公共施設のポスター

新幹線駅のポスター

のぼり旗

嬉野市ホームページ

嬉野温泉観光案内所からのLINE

その他SNS

口コミ

自動運転車両の運行を見て

停留所を見て

その他

自動運転利用者（嬉野市内）

※複数回答

ｎ=58

6.5%

4.3%

15.2%

4.3%

6.5%

2.2%

13.0%

30.4%

13.0%

17.4%

6.5%

17.4%

6.5%

10.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

市広報紙

ご自宅に配布したチラシ

道の駅のポスター

旅館のポスター

市内公共施設のポスター

新幹線駅のポスター

のぼり旗

嬉野市ホームページ

嬉野温泉観光案内所からのLINE

その他SNS

口コミ

自動運転車両の運行を見て

停留所を見て

その他

自動運転利用者（嬉野市外）

※複数回答

ｎ=46



2.3%

19.3%

10.2%

2.3%

1.1%

79.5%

10.2%

1.1%

13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

急ブレーキがあり追突の危険を感じた

道路が狭い区間等で自動運転バスとすれ違う際、

車両同士がぶつかりそうになった

路上駐車などを避けて車線をはみ出したため、

車両同士がぶつかりそうになった

歩いているとき

自動運転バスとぶつかりそうになった

自転車で走行中、

自動運転バスとぶつかりそうになった

スピードが遅くてイライラした

バス停周辺に駐停車ができないため不便だった

自動運転バスのクラクションの音が不快に感じた

その他

市民（沿道住民）※複数回答

ｎ=88

不快に感じることがあっ

た, 77, 19%

特になかった, 269, 65%

わからない, 

32, 8%

未回答, 33, 8%

市民（沿道住民）

ｎ=411

危険を感じることが

あった, 38, 9%

特になかった, 277, 67%

わからない, 

65, 16%

未回答, 31, 8%

市民（沿道住民）

ｎ=411

31（４）体験試乗会の結果

④道路利用者（自動運転非利用者）アンケート調査から判った事 【危険・不快意識】

• 危険を感じた人は1割未満と比較的少ない状況
• 2割強の方が不快に感じ、その主な理由は「走行スピードの遅さ」

▲危険を感じる事があったか

▲不快に感じる事があったか ▲不快に感じた理由

危険を感じた人
は1割未満

2割強が不快

主な理由は
走行スピードがの遅さ



32（４）体験試乗会の結果

④道路利用者（自動運転非利用者）アンケート調査から判った事 【まちづくりへの効果】

362

266

343

334

248

352

264

そう思う

95

177

106

118

201

101

192

思わない

14

28

22

19

22

18

15

未回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者等が自分で運転しなくて済むため

安全性が高まる

自動制御など安全機能が備わっているため

人が運転するよりも事故が減少する

公共交通の運転手不足の問題を解消できる

公共交通サービスが向上し、

車を運転しない人も外出しやすくなる

バス車内で会話が生まれるなど

人と人の交流機会が増える

自動運転車両の誤作動等により

事故が発生しないか不安

無人の場合、車内で乗客同士の

トラブルがおきないか心配

凡例

市民（沿道住民）

ｎ=471

49.0%

33.1%

29.7%

32.3%

15.3%

9.3%

45.4%

24.2%

6.2%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

嬉野市の新たなシンボルとなり

イメージが向上する

観光客など嬉野市を訪れる人が増える

まちなかを歩く人が増えて

温泉街が活性化する

旅館や商店の集客アップにつながり

地域経済が活性化する

嬉野市民の地域愛が深まる

嬉野市に住みたい人が増えて

移住や定住につながる

公共交通利用が増えて

環境にやさしいまちづくりができる

特に効果があるとは思えない

その他

未回答

市民（沿道住民）※複数回答

ｎ=471

• 自動運転バスに対しては、「高齢者の安全性向上」や「公共交通の運転手不足解消」、「公共交通サービス向上
による外出促進」等のイメージが強い。一方で、誤作動等による事故発生に不安を感じている方も多い。

• 約半数の方が、自動運転バスの導入によって、「新たなシンボルとなることでの市のイメージ向上」や「公共交通
利用による環境改善」を期待。その他、「観光客の増加」や「温泉街の賑わい創出」、「地域経済の活性化」を期
待する声も多い。

• 一方で、観光客よりも市民を優先すべきとの声や、費用対効果を懸念する疑問視する声など、ネガティブな印象
を抱いている方々も。

▲自動運転に対する印象 ▲まちづくりへの効果



33（４）体験試乗会の結果

• 普段、商店街を「徒歩」で通行されている方より、「自動車」で通行されている方の方が協力意向は高い
• 路上駐車をしない等、交通ルール遵守の意向を示す方は、7割以上と最も多い（※「自動車」利用の方）
• 自動運転バスの通行を優先させ、乱横断や追い越し等をしない意向を示す方も半数前後（※「自動車」利用の方）

→自動運転バスへの理解や協力意向は高まっているが、ネガティブな印象を持たれている方々も。
地域の理解を深めていくためにも、今後も継続的かつ丁寧に地域との対話を行っていくことが重要。

④道路利用者（自動運転非利用者）アンケート調査から判った事 【協力意向】

72.0%

53.5%

57.7%

47.3%

32.8%

10.9%

16.5%

5.9%

4.2%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路上駐車をしない等、

交通ルールを遵守する

自動運転バスを優先して通行させる

歩行中は自動運転バスが近づいてきたら

路肩に寄る、横断歩道以外で横断しない

自動運転バスのスピードが遅くても

追い越しをしない

自動運転バスの走行ルート付近には、

看板やのぼり旗、植栽などを設置しない

バス停設置のために

敷地の一部を提供する

バス停周辺や走行ルート付近の草刈、

清掃を行う

協力できない・したくない

その他

未回答

市民（沿道住民）※複数回答

ｎ=357

12.0%

9.8%

14.8%

9.0%

7.8%

2.2%

5.0%

0.0%

0.8%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路上駐車をしない等、

交通ルールを遵守する

自動運転バスを優先して通行させる

歩行中は自動運転バスが近づいてきたら

路肩に寄る、横断歩道以外で横断しない

自動運転バスのスピードが遅くても

追い越しをしない

自動運転バスの走行ルート付近には、

看板やのぼり旗、植栽などを設置しない

バス停設置のために

敷地の一部を提供する

バス停周辺や走行ルート付近の草刈、

清掃を行う

協力できない・したくない

その他

未回答

市民（沿道住民）※複数回答

ｎ=75

▲自動運転の走行環境確保に向けた協力意向

7割以上が
交通ルール
遵守の意向

普段主に「自家用車」で
商店街を通行している方

普段主に「徒歩」で
商店街を通行している方

半数前後は自動運転
バスの通行を優先させ

る意向
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⑤クーポン実証調査から判った事

【クーポン実証調査の概要】
⚫ 自動運転バスの利用者全員に、「嬉野交流セ
ンター（商店街）」と「まるくアイズ（嬉野温泉
駅）」で利用可能な「プレゼント引換券」を配
布し、各店舗で500円以上の商品を購入した
方に、500円相当のプレゼントを贈呈。

⚫ この取り組みにより、自動運転バス利用と商
店街への経済効果（集客・収益アップ）の相
乗効果を期待できるかを検証

▲配布したプレゼント引換券

▲プレゼント対象商品
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全体
店舗

交流センター まるくアイズ

利用客
（全乗客に対する割合）

325名
（約44％）

81名
（約11％）

244名
（約33％）

平均単価 約877円 約835円 約891円

最高購入金額
～

最低購入金額

6,932円
～

500円

3,960円
～

500円

6,932円
～

500円

【利用状況】

⚫引換券の利用者数は325名で、全配布者数
（732名）の約44％が利用。

⚫平均単価は約877円であり、利用条件である
最低購入金額：500円の約1.75倍を消費。

⚫引換券利用者の約52%の約170名（325
名×52%）は引換券がきっかけで来店・消費。

⑤クーポン実証調査から判った事

▼プレゼント引換券の利用状況

▲引換券による誘客効果
(自動運転利用者アンケート、N＝１０４)

引換券があった
ので行った

19%

行くか分からなかったが
引換券があったので行った

33%

引換券の有無
に関わらず行
く予定だった

48%

約52%は引換券
がきっかけになり
来店・消費
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【店舗売上への貢献】
⚫引換券がきっかけで来店した利用者数（約170人＝325人×52%）や、引換券利用者の平均
客単価（880円）、引換商品の原価（400円）等も踏まえ、引換券の導入効果を試算。

⚫引換券によって増加した売上高（約15万円※1）は、引換券発行に要した費用（約13万円※2）
をやや上回る結果に。
→引換券の発行は、店舗への来店を促すとともに、売上高のアップにも繋がる可能性を確認

⑤クーポン実証調査から判った事

引換券がなくても
確保できた売上

顧客数

売上
単価

引換商品
の原価

引換券
による
誘客数

引換券
利用者数

引換券配布による
新規顧客獲得

▲400円 880円

325人

170人

割引券の発行費用
▲13万円

（325人×▲400円）

引換券により
アップした売上高
15万円

（170人×880円）

※1）引換券によって増加した売上高（約15万円）
＝引換券がきっかけで来店した利用者数（170人）×割引券利用者の平均客単価（880円）

※2）引換券発行に要した費用（約13万円）
＝引換券利用者数（325人）×引換商品の原価平均（400円）



37（４）体験試乗会の結果

⑥調査結果のまとめ

調査から判った事

✓ 運行・運営面の課題（システムエラー
や情報提供不足等）

✓ 商店街では路上駐車等の交通ルー
ル・マナー違反が自動運転を阻害

今年度の主な成果と課題

【成果】
①嬉野市への誘客効果
自動運転バスは、話題性や誘客に効果をもた
らし、車内モニター活用は市域内の回遊を促進

②利用需要と高い期待
夜間時間帯を含め一定の利用需要が見込まれ
るとともに、導入後の利用意向も高い

③店舗連携による地域活性化の可能性
店舗と連携したサービス展開により、自動運転
利用と店舗誘客・売上向上の相乗効果が期待

①運行管理

日報

②利用者実
態調査

③自動運転

利用者アン

ケート調査

④道路利用
者アンケー
ト調査

⑤クーポン
実証調査

✓ 市外や多様な世代からの興味・関心
✓ 主に乗車体験そのものを目的とした
利用

✓ 自動運転は話題性や誘客促進に効
果あり

✓ 車両の評価、将来の利用意向は高い
一方、車両改善を求める声

✓ まちづくりへの波及効果に対する期
待の声

✓ 車内モニターは誘客・回遊を促進
✓ 市外は車利用者へのPRが効果的

✓ まちづくりへの期待や協力意向の高
まり

✓ 必要性や費用対効果を疑問視する声

✓ 自動運転の利用を促進
✓ 店舗誘客・売上向上に貢献

【課題】
①路上駐車への対応
商店街を運行するには、最大の阻害要因であ
る路上駐車を如何にして無くしていくかが重要

②地域の協力体制の構築
地域の理解や協力意向が高まる中、継続的な
交通ルール・マナーに対する意識づくりが必要

③自動運転システムエラーへの対応
安定した運行を行うためには、車両トラブルや
雨天時への対応改善が必要

④情報提供による利便性向上
運行情報や満空情報のリアルタイム提供により、
安心して利用できる環境構築が必要



４．今後のスケジュール
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7～8月 9月 10月 11～12月 1～3月

１．
実証事業
の実施

２．
事業効果
の検証

３．
実証事業
後の展開

運行準備 実証運行の実施

遠隔監視ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ収集

運行管理日報

利用者アンケート調査

利用実態調査

クーポン実証調査

道路利用者アンケート調査

と
り
ま
と
め

事
業
ス
キ
ー
ム(

案)

事業
スキーム
の検討・
構築

地域関係者との
意見交換

交通事業者
ヒアリング

交通事業者との意
見交換

地域関係者
との意見交換

技術面
の評価

経営面
の評価

社会受容面
の評価

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
体験会
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今後の取り組み

今後は、各種調査で明らかになった自動運転バス導入の効果や課題について、多面的に
評価・整理を行った上で、交通事業者や地域関係者のご意見も踏まえながら、社会実装に
向けた対応の方向性を検討していきます。

意見交換は1月を予定してい
ます。実証実験の結果報告と
ともに各種課題解決の糸口
を皆さんと見つけていきます。
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商店街の自動運
転トランジット
モール化 駅から商店街・

旅館までの送迎
サービス

店舗情報や観
光情報の提供

商店街や旅
館とのセット
サービス提供

自動運転技術を活用した嬉野市の将来像イメージ

最終年度に向けたラストスパート。嬉野市の将来像を見据え、地域の皆さんとのコミュニ
ケーションを更に深めながら、地域で一丸となり社会実装に向け取り組んでいきます。

嬉野市が描く自動運転。それは、単なる移動手段ではなく、新たな付加価値を持った地域のブランド力を高める

「観光コンテンツ」であり、ブランド力を地域で共に創りだしていく「未来共創シンボル」
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